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 としま健康チャレンジ！は、豊島区の健康づくりポピュレーションアプローチ事業と

位置付けて実施している。立ち上げ当時（H21）は、健康意識の低い方へのきっかけづく

り事業として、少しの行動変容を目標に掲げていた。平成 27 年度より、第二ステージと

して、更に健康を維持できる仕組みを作り、一人ひとりが自分の目標に向かって様々な

健康行動につなげていくことを目的とした。 

健康を維持することは、ひいては、生活習慣病の重症化を予防することにもつながっ

ている。区で展開する健診や保健指導などのハイリスクアプローチ施策との関連性を持

たせ、すべての健康施策の参加率向上を目指している。 

 また、地域ぐるみでこの事業を展開することで、利用者側だけでなく、チャレンジ応

援団（企業）も含めた地域全体の健康意識を向上させることも１つの狙いである。 

 

 

 

 ○キーワード：いつでも、だれでも、どこででも 

 ○ポイントを貯めて、サービスをゲット！ 

 〇企業を巻き込んで、地域全体で楽しい健康づくり 

 ・参加対象者：20 歳以上の豊島区在住、在勤、在学の区民 

 ・期間：27 年 6 月～期限なし（健診ポイントのみ当該年度） 

 ・内容： 

自分の好きな健康プログラムに参加してポイントを貯め、規定のポイントが貯まると、

地域のお店でサービスが受けられる。 

ポイントは講座型「知ってポイント１００」と体験型「やってポイント５０」があり、

どちらも最低１回は参加、合計４００ポイント貯めると、「としま健康マイレージカード」

と交換する。交換した日から３か月以内に地域の「健康マイレージカード協賛店」にて、

素敵なサービスが受けられる。（１枚につき、サービス１回） 

 一方、地域企業は「健康マイレージカード協賛店」になると『協賛店 BOOK』にお店の

宣伝とサービス内容が掲載される。『協賛店 BOOK』は、区が発行し、区施設を中心に５

０００部配布される。区民の健康づくりを応援している店として紹介されることで、企

業イメージアップ効果があり、さらに無料で区全体に広く広報することができる。その

代わり、区民へのマイレージカードのサービスについては、各お店で全てを賄う。（区か

らの補助はなし） 
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 また、「健康チャレンジ！応援団」として登録した企業は、健康プログラムの開催や、

チャレンジ事業の広報をするなど、一つ一つの企業が、応援可能な分だけを協力してく

れるので、企業規模に大小の差があっても、無理がない仕組みである。 

 区民は、マイレージカードのサービスを受ける際に、買い物をするので、地域振興に

もつながる。 

 

 ポイント貯める→マイレージカードゲット→サービスの交換 を繰り返し！ 

     自分のペースで取り組むことのできる健康事業である。 

ポイントシート取得

（チラシ裏面）

講座・イベントに参加

ポイントを集める

規定のポイントを貯めて

マイレージカードと交換

マイレージ協賛店で

サービスを受ける

 

健康マイレージ制度の流れ

豊島区

主管課

関連課

関連課

関連課
関連課 関連課

関連課

関連課

事業提供
（チャレンジ！応援団）

特典協賛
（マイレージ協賛店）

区民
（対象：20歳以上の在住・在

勤・在学）

プログラム提
供などの協力
（区が広報）

事業協力

協賛店利用特
典を受ける

特典の提供
事業の提供

事業に参加、
ポイントシール

の獲得

特典の協力

協賛依頼、協賛
店BOOK作成

関連課より担当課に健康イベントや講座
情報を集約し、チャレンジだよりを作成

規定のポイント
でマイレージ
カードと交換

マイレージカー
ドの提供、講演
会等事業開催

 

【医療保健政策区市町村包括補助事業における補助対象経費】 

   693,502 円（印刷製本費：524,880 円〔協賛店ブック印刷 2回分〕） 

 

 

 

 〇「としま健康チャレンジ！」事業の認知度 17.9％となり、（平成 26年 3月健康に

 
事 業 成 果 
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○事業スタート当時（H21）からマイレージ制度にするのではなく、健康づくりのきっか

けづくりとして、意識の低い人たちの参加意欲を刺激する景品（抽選）とした。その後、

参加者の健康意識がレベルアップをしたことで、事業参加者・継続参加者が増えており、

27 年にスタートしたマイレージ参加者のすそ野が広がっている。 

〇はじめから完成されたサービスを提供するのではなく、区民の意見や要望で一つ一つサ

ービスを広げることで、区民にとっては、自分の意見が通ったという満足感が生まれ、

更に事業に愛着がわく。 

〇「健康マイレージカード協賛店」募集にあたっては、職員が全ての企業やお店に出向い

て説明し、参加メリット等を具体的に提案した。 

〇健康事業参加の区民にも、企業の宣伝をすることで、「地域ぐるみで取組む」という一

体感を感じてもらう。 

〇健康事業は、常に区民目線でありながら、メディアも意識した興味のわくネーミングを

考案。 

〇対象健康事業が一度に集約された「チャレンジだより」＜別紙１＞や「協賛店 BOOK」＜

別紙２＞など、区民にわかりやすい資料を作成した。 

〇区の関係部署の職員に周知するとともに管理職への度重なる説明を経て、管理職の理解

や共感が得られるようになると、議会に取り上げられる機会が増え、区民からの注目度

も高くなる。 

〇決算説明でも、近い将来より遠い未来の健康を目指すことを唱え、10 年スパンでの健康

関係図＜別紙３＞を提示し、監査委員から事業へのお墨付きも獲得。 

〇企画者自身が楽しみながら企画する。 

〇平成２２年度より厚生労働省をはじめ 12 県市区町村の視察、ヒアリングに対応し、全

国初の健康ポイント事業（先駆的事例）として、紹介し続けている。 

 

 

〇「としま健康チャレンジ！」事業の認知度 17.9％*となり、（健康に関する意識調査〔26

年 3 月〕）特に 60 歳代は 25.7%*で、口コミで自然に事業が広まる数字を超えた。 

*〔16%を超えるとその事業は、認知されたとする。また 25%を超えると自然に事業が広ま

る〕 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇チャレンジ参加者の健診受診率 

 〇健康プログラムの参加率と出席率 

実施に当たっての工夫点・留意点 

事 業 成 果 

 

２５％超 １６％ライン 
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〇チャレンジ参加者の健診受診率がアップ 

チャレンジ事業参加者に前年度の健康診断受診をアンケートで質問、前年度より 

 １０％以上受診者が増えた。 （講座参加アンケートより） 

 平成 26 年 平成 27 年 

健診受診した人 78．8％ 89.5％ 

 

〇健康チャレンジ！プログラムの参加者の増加 

 プログラム数は予算上増えてないが、受講者数が年々増えており、1回の参加者数 

が増えていることがわかる。 

      

 

〇チャレンジ応援団独自プログラムの拡大 

 マイレージ制度開始を機に、プログラム提供のチャレンジ応援団も約 2.4 倍に増えた。 

 平成 26 年 平成 27 年 

応援団独自プロ

グラム数 
117 回 276 回 

 

〇自分で取り組むコース参加人数の拡大 

 21 年度開始当時が 300 人弱だったが、徐々に増え、約 6倍になった。 

 平成 26 年 平成 27 年 

自分で取り組む

コース参加者 
1,642 人 1,723 人 

 

〇チャレンジ応援団、協賛店数大幅に拡大 

 マイレージ協賛店の新規参入もあり、約 3倍になっている。 

 平成 26 年 平成 27 年 

応援団・協賛店数 74 団体 196 団体 
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〇国保特定保健指導実施率 4 位（25 年度）から２位（26 年度）へ浮上（23 区中） 

  このことにより、特定保健指導分野での東京都特別調整交付金額が 2,786 万円から 

3,749 万円と約 1000 万円アップした。 

 

〇平成２７年度のがん検診、全種類の受診率がアップ 

 平成 26 年 平成 27 年 

胃がん検診 ５．６％ ６．５％ 

肺がん検診 ６．３％ ６．７％ 

大腸がん検診 １５．６％ １７．７％ 

乳がん検診 ２８．８％ ３５．５％ 

子宮頸がん検診 ３２．０％ ３２．４％ 

前立腺がん検診 １７．８％ １８．６％ 

5 がん平均 １７．７％ １９．８％ 

 

 〇がん検診受診率２０位（１９年度）から７位（２７年度）へ浮上（２３区中） 

23区がん検診受診率順位

20位

H19

14位

H22

9位

H24

7位

H26豊島区は？

上昇傾向

 

 〇糖尿病重症化予防保健指導（新拡事業）の受講者は当初２００人を想定していたが、 

実際は４５０人が受講し、予定の２倍以上となった。 

  特定健診を受けた者のうち、HbA1c が 6.0～6.4 で問診票にて服薬、インスリン注射

の項目が「いいえ」の方（特定保健指導対象者を除く）が対象。集団指導と 6 か月

個別支援のプログラム。 

 〇糖尿病重症化予防受診勧奨（新拡事業）実施対象者のうち、受診者は当初１００人 

を想定していたが、実際は８００人超が受診し、予定の８倍以上となった。 

  特定健診を受けた者のうち、HbA1c が 6.5 以上で、問診票にて服薬、インスリン注

射の項目が「いいえ」の方で医療機関未受診が対象。医療機関受診状況調査票にて

状況を把握し、電話にて受診勧奨を実施する事業。 

 〇区をあげての糖尿病予防ウォーキング大会（１０００人規模）を区長自らが企画。 
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 現在は、６０歳代を中心に事業の広がりを見せているが、今後は、その他の年代への

拡散に向けた新たな連携や新事業の創出が必要である。 

 ２８年度には、大学生と協働し、地域のお風呂屋さんを拠点とした「ウォーキング＆

ジョギングマップ」の作成を企画しており、若い世代をチャレンジに取り込むための仕

掛けとして、「官」「学」「民」コラボ事業を推進していく。 

 また、今後も「医師会」「歯科医師会」「薬剤師会」の協力のもと、学生との協働で街

のレストラン「バランスメニュー」の店（仮称）などの冊子作成を予定しており、三師

会推奨のレストランを紹介することで、地元の医療機関がより身近なものになることが

予想される。 

 いつまでも地元で元気に暮らすために、地元を愛し、地域コミュニティを活性化させ

るための仕掛けを打ち出し続けることが重要である。 

 今後の「としま健康チャレンジ！」では、上記のような、特定の年代を意識した仕組

みづくりのほか、『プログラム等の提供をするチャレンジ応援団』と『マイレージのサー

ビスを提供してくれる協賛店』を相互に増やすことで、プログラムの提供とサービスの

提供のバランスを保つことができる。バランス良く拡大することで、自治体の予算を増

やすことなく事業の拡大が可能となる。 

次回の区民健康意識調査にて、全年齢の「健康チャレンジ！認知度」２５％超えを目

指す。 

今 後 の 展 開 
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                                   ＜別紙３＞ 

 
 

☆適切な治療と医療管理による疾病の進行防
止及び、機能障害や能力低下防止を行う

☆健康増進及び、疾病の発病予防に向け
た健康づくりを行う

☆早期発見・早期対応による健康障害の進行防止を図る

糖尿病を原因と
する透析者数

減少

対象者の
未受診率

減少

糖尿病を原因と
する透析者数

減少

①脂質異常
②高血圧異常
③糖代謝異常

①脂質異常　　 減少
②高血圧異常　減少
③糖代謝異常　減少

特定保健指導者の割合

特定保健指導者の割合
減少

対象者の
未受診率

数百人数万人 数千人

健診を受け、チャレンジ等で
健康行動を継続することで

保健指導で

目標

評価指標 特定健診受診率

０．５％ＵＰを目指す
健康チャレンジ！参加者の中で、

健診を昨年受けずに今年受けた人数
２５０人目標

糖尿病重症化対策事業の実施で事業

対象

 

○ 事業実施の

評価指標と目標

１０万人

チャレンジを実施することで

がん検診 がん検診患者追跡調査

一次予防 二次予防 三次予防

年

齢

長寿健診

20～39歳

40～74歳

75歳以上

介護予防事業

特定健診

特定保健指導

糖尿病受診中断者指導

39歳以下の健診
(男性の生活習慣病予防健診、
女性の骨太健診)

保健指導

食育講座

福祉健診

健康イベント参加

スポーツクラブ利用

マイペース
チャレンジ実施

（自宅で運動・食事バランス・
血圧測定・ウォーキング等）

運動講座

健康に配慮する人の増加

保健指導実施率の増加

健康づくり意識の向上

健康チャレンジ！
マイレージ制度

健康チャレンジ！マイレージ制度の実施に
より、 内の効果があります。

健康講演会

測定会

健康講座

体験講座

一次予防 二次予防 三次予防

保健指導実施率の増加

健康事業のねらい

生活習慣病を予防しようとする人の増加



 

  〇年2回、特大号として広報を実施。区報（約11万部）の全面を使用した特大号を発行（Ｐ24 参照） 

  〇複数の研修会の案内冊子を年3回発行し区施設等に配布（Ｐ25 参照） 

  〇ホームページ、メールマガジン（健チャレニュース） 

              

 ○主管部署：保健福祉部地域保健課保健事業グループ（栄養士1名、保健師1名、事務8名 計10名） 

 ○協力部署：健康関連事業実施のすべての関係部署         
  ○連携団体：健康チャレンジ応援団(民間企業、地域団体、健康づくり養成事業の修了者） 

  
  ○20～74歳の区内に在住、在勤、通学者で健康意識 
  が低く、なかなか生活習慣改善に取り組めない方 

担当部署 ：保健福祉部地域保健課 

住   所 ：豊島区東池袋1-20-9  

                 池袋保健所4階 
電   話 ： 03-3987-4660 
ホームページ： 
https://www.city.toshima.lg.jp/kenko/kenk
o/kenkochallenge/index.html 

 としま健康チャレンジ！       （開始：平成２１年度） 

豊島区 ～地域で支える健康づくり 対象事業に参加してポイントを集めてみよう～  

               人口  275,507 人 (Ｈ27.1.1 現在）      老年人口割合  20.40 %  (Ｈ27.1.1 現在） 

 〇健康づくりリーダー養成事業の卒業生の活動する場が見つけにくいなど、事業の見直しが必要な 

   時期に、卒業生との座談会で、健康づくり事業に対する意見をもらい、ポイント制のヒントを得る。 

 〇企業との協働事業を積極的に行う区の方針や区長の健康づくり事業への後押しがあった。 

背   景     

実施体制 

メインターゲット 
   
  東京都医療保健政策区市町村包括補助事業 

  

 ○期 間：平成26年6月1日～平成27年3月6日 

 ○場 所：各プログラム会場 

 ○参加費：多くは無料。（民間スポーツ施設の利用、応援団主催プログラムは有料もあり） 

 ○申込方法：電話、窓口、ＦＡＸ・はがき、パソコン、携帯電話（バーコードからアクセス） 

 ○内 容：健康チャレンジ！のプログラム等に参加しポイントを獲得。 

  ・「知ってチャレンジ」：各種講座用に参加、イベントにてパネルを見ながらクイズに挑戦 

  ・「やってチャレンジ」：スポーツ施設の利用、測定会、マイペースチャレンジ※に参加 

   ※マイペースチャレンジは自分で実施 （健診の実施・体重管理・食事バランス・運動記録等） 

 

  

  

  

  

  

     

補助金利用等 

メインターゲットへの周知 

 

  

 

    

 

 

    

 

  

 

 

 

      

 

 

 

  

  ○生活習慣改善をしたくてもなかなか行動をおこせない、知識を持っていない人の健康への意識向上や 

   少しの行動変容のためのきっかけづくりを目指す。 

  ○「健康チャレンジ応援団」（※）による地域全体の健康意識の向上。 

 目 的 ・ ねらい 

事業内容     

              

 「としま健康チャレンジ！」を応援する協賛企業、団体、グループ。74団体（平成27年1月現在） 

  〇事業の計画、実施に参加。 

 〇区内民間のフィットネスやリラクゼーション施設の利用はチャレンジ応援団の施設を活用。 

 〇応援団企画プログラムの計画・実施、抽選会賞品の提供等。 

※ 健康チャレンジ応援団 

○いつでも、だれでも、どこでも  

○ポイントためて、賞品をゲット 

○企業等を巻き込み 

  地域全体で楽しい健康づくり 

キーワード 
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対象事業に参加してポイントを集めてみよう～  

 

 
 

 

  ○開始から平成26年度現在までのカード発行数延約8千人、総参加者数4万人を超えた。参加者は 

  口コミ等で年々増加傾向にあり、30歳代の若年世代の参加も増加。 

  ○チャレンジの認知度は26年3月実施区民健康意識調査では、18％の住民に認知されている。特に 

  60歳女性では25％を越えており、4人に1人は、チャレンジ事業を認知。 

  ○チャレンジ講習会時アンケートより、「この1年で健康診断を受けた者」は89％で、区民意識調査の 

     同質問79.3％を上回っており、チャレンジ参加者の健康行動実践力の高さが伺える。 

 
 〇今後の健康課題にあわせ、生活習慣病の 
    重症化対策としての位置づけを勘案し、健 
    康習慣の維持継続できる区民を増やすこと 
    を目的とした仕組みの導入を予定。 
 〇地域づくり（ソーシャルキャピタルの醸成）を 
    目指し、地域店舗、企業を巻き込んだ健康づく 
    りの展開と新たな地域振興の要素をアピール。 
 

 

  ○ポイント制やプログラムについて 

 ・「知ってチャレンジ」と「やってチャレンジ」の知識と実技の両方にバランスよく参加する仕組みで、参加者 

    がそれまでに不足していた部分を補足することで、意欲の変化や行動変容につなげる。 

 ・若い世代に参加してもらうために、土、日曜日、平日の夜間に開催。 

 ・実施会場に出向かなくても参加できる「マイペースチャレンジ」のプログラムは日常生活で気軽に取り組 

    め、人気がある。また、事業すべてを自治体主導で実施するより職員の負担も軽減される。 

 ・抽選会を盛り上げるために、健康チャレンジ区民団体、企業と協働して企画を計画、実施している。 

  ○「健康チャレンジ応援団」の募集 

 ・参加企業は保健所に出入りしている身近な業者から声をかけて開拓。 

 ・応援団募集時の説明は必ず訪問を心がけ、応援団参加メリットを具体的に伝える。（応援団実績等） 

 ・「応援団」に参加するメリット（ホームページや広報等で企業名を公表してイメージアップ、フィットネス施 

      設の集客や宣伝効果等）に理解を得られる企業を獲得。区内の企業に限定しない。 

 ・区内に本社がない場合は、本社への問い合わせも密に実施。本社は東京都内なら訪問し、交渉。 

 ・地元区民への広報で、企業イメージが向上する旨を訴える。 

 ・最近では、既にチャレンジ応援団になっている企業からの紹介も増加中。 

わざわざ足を運んでまで聴きたくなる講習会の企画や、若い世代（30～40歳

代）の取り込みを意識した「演題のネーミング」「チラシのデザインの工夫」など、

常に区民の立場に立って考えることを係全員で意識しました。 

今後は、健康行動を継続し続けたくなる仕組みづくりが必要です。 

〇本事業を知らない方（特に若い世代）への周知 

 方法。 

〇コンビニ等、区民とって身近な企業、団体等の 

 「健康チャレンジ応援団」への参加。 

〇会場に出向かなくとも自分で気軽に取り組むプ 

 ログラム（マイペースチャレンジ）の項目追加。 

〇健康行動をし続けるための仕組みの再編成。 

留 意 点 ・工 夫     

課  題    今後の目標 ・ 展 開    

★運動プログラムの様子 ★民間キッチンスタジオでの 

 食育講座 
★抽選会の様子 

効  果（事業実績）    

担当者からひとこと 
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地域のつながりを通じた健康づくり事業事例集　抜粋 



（資料）  としま健康チャレンジ！        

★区報 「としま健康チャレンジの特大号」 

 年2回、区報（約11万部）の全面を使用して発行 
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★「健康チャレンジ！だより  ネーミングを工夫した複数の研修会の案内冊子。年3回発行し区施設等に配布 

  ＵＲＬ  http://www.city.toshima.lg.jp/209/kenko/kenko/kehatsu/kenkochallenge/014068.html 
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